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エピネット日本版サーベイ2009(JES2009)概要

• 目的：血液媒介病原体による病院感染・職業感染予防を目的として、

• 日本の針刺し切創事例等の発生動向を把握

• 針刺し切創の発生リスク要因の解明と予防策の提案

• サーベイランス参加病院でのデータや経験を交流する素地を形成する

• 方法

‒ 実施組織：職業感染制御研究会エピネット日本版サーベイランスワーキンググ
ループ（JESWG、ジェスウオグ）

‒ 倫理審査：JESWGメンバー所属の研究所で倫理委員会 (2009年4月）
• ※倫理審査関連書類を希望の場合は吉川徹（労働科学研究所国際協力センター、
t.yoshikawa@isl.or.jpまで連絡）

‒ 2009年7月：全国エイズ拠点病院の377施設に、郵送でJESへの参加と施設調
査(JES2009)への参加を依頼

‒ 20009年10月までにJESへの参加表明116施設（同意書の提出あり）、エピネッ
ト日本版A、Bによる針刺し切創データの提供（Episys107～109による）78施設、
5年間13830件

‒ 2009年10月～データクリーニング、11月～分析、1月参加施設へのフィードバッ
ク、2010年2月成果の公表・評価、4月職業感染制御研究会HPへアップ
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エピネット日本版サーベイ2009(JES2009)分析
方法

• 分析対象データ

– 施設数77施設、エピネット日本版A、B （EpisysA105～109）による針刺し切創
データの提供されたもののうち解析可能であったもの

‒ エピネット日本版Aをデータを提出した1施設については、拡張子の違うデータ
の変換に時間がかったため、今回の分析対象から除いた

– 2004年4月1日～2009年3月31日に、対象施設において発生し、各施設におい
てエピネット日本版A、Bに入力された針刺し切創事例

– 対象となったデータは13,830件
• 分析方法

– ＥｐｉｓｙｓＡ109_01（針刺し・切創報告集計・解析ソフト） によって収集された
13,830件を別のデータベース化し、同ソフトを利用して解析

– 1996-2003年のデータは、平成14年度厚生労働科学研究班（木村班）、および
2003年に職業感染制御研究会によって実施されたサーベイランスデータベー
ス（1996年1月-2003年12月のデータ）の解析に基づく（JESWG担当吉川徹）、
サーベイランス結果の概要は「職業感染防止のための安全対策製品カタログ
集（第3版）p8-11を参照
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方法：地域別JES2009参加病院数

北海道・東北
13(3)

関東
甲信越
23(12)

九州・沖縄
7(3)

中国・四国
10(4)

関西
11(7)

東海
14(3)

地域名
全施設数(大学病院数)

※データのない県：岩手、群馬、栃木、千葉、鳥取、島根、宮崎、鹿児島の9県
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方法：JES2009参加病院の規模の分布(n=78)
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方法：参加病院数および有効レコード数/総数

1

4

6

10

20

年度データ

未提出病院数

13830

3089

2840

2706

2663

2532

有効数*1

762008

77施設*25年間

732007

712006

672005

572004

年度データ

提出病院数

年度
4月～翌年3月

*1 2004.04.01～2009.3.31までのデータ、エピネット日本版A

*2 データの処理に時間を要した施設が一つあり、今回の集計からは外した。エピネット日
本版サーベイランスは78施設が参加し、77施設のデータを分析した。
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結果：図１. １ 受傷者の職種(%)
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図1.2 (拡大１) 受傷者の職種(%)
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図1.3(拡大2) 受傷者の職種(%)
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図1.4 レジデント、常勤・非常勤の内訳
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図2.1 針刺しの発生場所(%)
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図2.2(拡大１) 針刺しの発生場所(%)
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図2.3(拡大2) 針刺しの発生場所(%)
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図3.1 患者の確定
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図3.2 感染症確定患者の検査結果
（HCV）
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図4 器材の選択・使用者
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図5 針刺し切創の発生状況
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図6 針刺し切創の原因器材

28.4

21.2

10.5
7.0

3.9 3.9 3.7 2.3 1.9 2.0

28.7

16.0

11.8

7.5

2.7 1.6
4.6 4.6

1.8 2.2

28.0

11.9
14.7

7.8

2.2 1.1

6.8

2.6 1.7 2.0

0.0

20.0

40.0

注
射
針

翼
状
針

縫
合
針

静
脈
留
置
針

真
空
採
血
針

接
続
な
し
針

薬
剤
充
填
針

ラ
ン
セ

ッ
ト

血
ガ
ス
針

刃

、
剃
刀

96-99 00-03 04-08

96-99 n=14,517
00-03 n=11,981
04-08 n=13,329



JESWG2009 by JRGOIP (The Research Group of Occupational Infection Control and Prevention in Japan)

図7.1 安全器材の有無
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図7.2 安全器材の有無
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図7.3 安全器材の有無：翼状針
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図7.4 安全器材の有無：静脈留置針
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図7.5 安全器材の有無：使い捨て注射針
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まとめ
JES2009からみた13年間の針刺し切創事例の変遷に関する主な結果

• 全体に占める看護師の割合が減り、医師の割合が増加
– 特にレジデント、手術部

• 病室・病室外の針刺しの割合が減り、手術部の割合の増加
– 縫合針による報告事例も増加

• 感染症確定患者におけるHCVの割合は5人に1人で、13年前に比し占め
る割合が減少傾向にある

• 他人が選択した器材で受傷する割合が減っている

• 「リキャップ」「使用後廃棄まで」による針刺しの割合が減り、使用前、器
材の分解、廃棄容器関連の針刺しの割合が増加傾向

• 針刺し原因器材の変化がみられる

• 薬剤充填式注射針（インスリン関連）の針刺しが増加
– 安全装置つき器材の未普及、流通量の増加

• 安全器材による針刺しが増加している。

• ヒューバー針など、従来のサーベイでは分類不能な、新たな器材による
受傷が増えている、など
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JES2009からみえる今後の課題

• 安全器材の誤作動や機能的な未成熟性に起因する受傷が
疑われた事例の割合と分析調査
– ⇒不適切な製品の排除・改良，新規開発

• 国内導入済みの安全機能付きの器材の導入割合の推移
• 縫合用の鈍針の普及率と施設内に占める使用割合比，使用
場面の解析
– OR-EPINetのネットワーク作りと実施

• 手術室に関してはより詳細な分析をしないと効果的な原因対
策（あるいは特徴がないので，網羅的に強化する必要がある
のか・・）が困難、共同作業が必要

• 在宅療法における家庭内や高齢者介護施設の職員の受傷
に関する実態調査
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職業感染制御研究会による針刺し切創サーベイランスツール
（エピネット日本版）の開発と普及がすすんでいます

職業感染制御研究会の幹事

2010年現在，エピネット日本版は国内の約1200の
病院等で利用されている

職業感染制御研究会
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EPINet 針刺し切創報告書の項目
①報告者②発生日時③職種

④発生場所
⑤曝露源の患者の感染性
⑦器材が血液などで汚染されていた程度
⑧器材の使用された目的
⑨事故の発生段階 ⑩原因器材
⑫針刺し切創部位 ⑬受傷の程度


